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能
代
市
文
化
会
館
の
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
１
台
更
新
さ
れ
、
新
し
い
ピ
ア
ノ
「
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
＆
サ
ン
ズ
　
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ 

Ｄ-

２
７
４（
ハ
ン
ブ
ル
ク
製
）」
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
世
界
で
愛
さ
れ
る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
魅
力
を
、
最
終
選
定
ま
で
の
経
過
と
併
せ
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

℡
73
・
５
０
５
２

ピ
ア
ノ
の
選
定
ま
で
の
軌
跡

　
開
館
当
初
の
昭
和
55
年
か
ら
、
45
年
も

の
長
い
間
、
共
に
歩
ん
で
き
た
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ「
ヤ
マ
ハ
Ｃ
Ｆ
」

は
、
老
朽
化
や
音
の
響
き
な
ど
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
部

分
的
な
修
理
や
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
全
体

修
理
）
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
更
新
を

望
む
声
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
で
感

動
を
与
え
て
き
て
く
れ
た
能
代
市
文
化
会

館
に
、「
最
高
の
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
響
か

せ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
市
で
は
新
た

な
ピ
ア
ノ
を
購
入
す
る
た
め
、
ピ
ア
ノ
の

機
種
の
選
定
に
入
り
ま
し
た
。

①
機
種
の
選
定

　
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
中
で
も
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
も
負
け
な
い
圧
倒
的
な
音
量
と

響
き
を
持
ち
、
ホ
ー
ル
の
隅
々
ま
で
十
分

に
音
を
届
け
ら
れ
る
の
が
フ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
す
。
近
隣
市
や
全

国
の
ホ
ー
ル
で
は
、
ヤ
マ
ハ
社
製
も
し
く

は
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
製
が
多
く
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ヤ
マ
ハ
Ｃ
Ｆ
Ｘ
」と

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
Ｄ-

２
７
４
」
の
２

機
種
の
ど
ち
ら
か
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、

選
定
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

②
弾
き
比
べ
会
の
実
施

　
令
和
７
年
５
月
の
選
定
検
討
会
で
は

「
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
」
に
伺
い
、

検
討
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
秋
田
市
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
山
崎
圭
子
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
２
つ
の
機
種
の
弾
き
比
べ
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
選
定
検
討
会
の
メ
ン

バ
ー
と
教
育
委
員
会
職
員
の
計
11
人
で
し

た
。
２
つ
の
ピ
ア
ノ
の
違
い
を
解
説
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ど
ち
ら
の
機
種
が
能
代
市

文
化
会
館
に
合
う
の
か
、
音
色
や
響
き
な

ど
を
丁
寧
に
比
較
し
な
が
ら
話
し
合
い
ま

し
た
。

③
検
討
会
で
の
決
定

　
弾
き
比
べ
で
の
ご
意
見
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
比
較
検
討
を
も
と
に
検
討
会
で
協
議
い

た
だ
き
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
能
代
市

で
は
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
Ｄ-

２
７
４
」

を
導
入
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

④
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

　
　
　
　
　 フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施

　
更
新
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
を

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り

賄
う
こ
と
と
し
、
令
和
７
年
７
月
16
日
〜

10
月
13
日
の
90
日
間
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
寄
付
を

募
集
し
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
総
額
92
万

４
５
０
０
円
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
フ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
整
備
事

業
に
充
当
し
ま
し
た
。

⑤
契
約

　
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
の

見
積
徴
取
を
経
て
、
仮
契
約
を
締
結
。
そ

の
後
、
市
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
正
式

に
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
購
入
金
額
は
、

ピ
ア
ノ
、
椅
子
、
カ
バ
ー
、
イ
ン
シ
ュ
レ

ー
タ
ー
な
ど
一
式
で
４
０
４
８
万
７
７
０

円
（
税
込
）
で
し
た
。

⑥
最
終
選
定

　
東
京
都
品
川
区
に
あ
る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
・
ジ
ャ
パ
ン
本
社
に
て
、
同
じ
機
種
３

台
の
中
か
ら
、
能
代
市
文
化
会
館
へ
迎
え

る
１
台
を
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
定
者
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
山
崎
圭
子
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
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日時　６月28日㈰13時30分
会場　能代市文化会館大ホール
出演　山崎圭子（ピアノ）
　　　関口美奈子（ソプラノ）
　　　畑澤絢子（ピアノ）
申し込み・問合せ
　能代市文化会館 ℡54-8141

日時　10月予定
　　　（詳細が決まり次第お知らせします）
場所　能代市文化会館大ホール
申し込み・問合せ
　能代市文化会館 ℡54-8141
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　まずはこの能代市文化会館大ホールは座席数が1,200
弱（1,181席）という大きなホールなので、一番後ろの席
まで豊かな音を届けることができる楽器である、という
こと。また、中ホールでの利用や、アンサンブルでの調
和の取りやすさなどのさまざまな形態をイメージしてい
ろいろな作品を弾いて選びました。
　でも悩んだ結果、最終的には今よく鳴っている楽器と
いうより、これからの成長、最も伸びしろを感じる楽器
に決めた、という感覚があります。

　大事な市の財産を選ぶというのは大きな責任のあるこ
とでしたが、県内在住ということで、前もってホールや
現在の楽器の状態、地元の方々の思いを知ることができ
たことは選定の大きな助けとなりました。
　選んだ楽器が現場でどう響くのか期待と同時に不安も
あり、搬入にも立ち会いましたが、第一音からホールの
響きと相まって素晴らしい音が鳴ってくれて感激いたし
ました。
　これからどんどんプロだけでなく、ピアノを学ぶ子ど
もさんや愛好家の方々を含め多くの市民に育てていただ
き、愛される楽器となりますようお祈りしております。
　そしてマイクやスピーカーを使わずとも客席の隅々ま
で届くこのピアノの音色、是非生の音を体感しにたくさ
んのお客様に会館へいらしていただきたいと思います。
私もこれからずっとこのピアノの成長を見守って行きた
いと思います。

あ

　全体に音が華やかで良く響くということはもちろんで
すが、特に主旋律を奏でることの多い高音部の響きが豊
かで輝きがあることが、弾き手にはとてもありがたく気
持ちを上げてくれます。
　またピアノは一人で演奏する他に、オーケストラをバ
ックにして協奏曲のソロであったり、いろいろな楽器と
室内楽や伴奏の形で使われたり、時には1台でオーケス
トラの役目を果たす場合もあります。
　そのようなときスタインウェイは、低音域はベースや
ティンパニのようなどっしりした音、中音域はヴィオラ
やテノール歌手のような安定した音、高音域はフルート
やヴァイオリンのような美しい音色で、リクエストに応
えてくれる楽器です。
　そしてたくさん使い、良いメンテナンスを繰り返すこ
とで楽器がどんどん成長していき、長い期間魅力的な音
を奏で続けることができる楽器です。

日時　６月28日㈰13時30分
会場　能代市文化会館大ホール
出演　山崎圭子（ピアノ）
　　　関口美奈子（ソプラノ）
　　　畑澤絢子（ピアノ）
申し込み・問合せ
　能代市文化会館 ℡54-8141

日時　10月予定
　　　（詳細が決まり次第お知らせします）
場所　能代市文化会館大ホール
申し込み・問合せ
　能代市文化会館 ℡54-8141

お披露目公演のお知らせ

【プロフィール】
秋田市生まれ。秋田県立
秋田高校、桐朋学園大学
音楽学部ピアノ専攻卒業。
昭和60年全東北ピアノ
コンクール第１位、文部
科学大臣賞受賞。平成
16年秋田市文化選奨、
21年木内音楽賞、24年
秋田県芸術選奨を受賞


